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ヴィルヘルム・フォン・フンボルト｢国家
活動の限界を決定するための試論」の研究





































































































































































































(8)岩波文庫 ｢自由論｣訳注 第三章 (2)(256頁)において ｢訳者木村健康は,念のためフン
ボルトの rイデーンJを再通読してみたが,この訳書に英訳されているような表現は原文に
存在しない｡｣とするが,納得できない｡
(9)馬場昭夫 JohnStuartMil"OnLiberty" のドイツ語訳について (暁星論叢第39号)
(10)フンボルトを長年研究してこられた西村貞二東北大学名誉教授は,フンボル トを研究するき
っかけは,哲学者三木清に ｢フンボルトを訳 してみないか｣といわれたことからであるとい
う｡1941年 (昭和16年)初夏の頃であるという｡ 西村貞二 ｢フンボルト｣(清水書院)まえが
きに記されている｡ また,当時のいきさつを直接おうかがいすることができた｡謝意を表し
たい｡三木清は1945年 (昭和20年)9月,日本が敗戦した後に獄死した｡
(ll)ドイツにおける刑法の変遷については 馬場昭夫 ｢刑法学入門｣(慶友社1996)参照
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